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　今から500年以上前の応仁元年に、時の高祖城主原田種親が「京の能
神楽」を郷土に伝えたものという伝承がありますが、実際の所は定かで
はありません。江戸時代までは旧怡土郡の神職の奉仕で舞われていまし
たが、明治になってからは高祖神社の氏子によって受け継がれています。
　現在は毎年春(4月第4日曜13時から)と秋(10月第4土曜18時から)の年
2回、高祖神社境内の神楽殿で奉納されています。面を付けずに神楽歌を
唱えながら静かに舞う舞神楽と面を付けた数人の神楽師が神話物語を展
開させていく面神楽の2種12番が奉納されています。

　井田の三社神社の境内内には2つの巨石がありま
す。これはいずれも付近にあった支石墓の上石です。
支石墓とは、数個の支石の上に上石をのせた墓で、
朝鮮半島から伝えられたと
考えられています。


